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＜連絡事項＞
・Ａユニットのノートパソコンがデスクトップパソコンと交換になっています。起動パスワードは「gairai1」です。

＜入室状況＞
【入院】
・藤村　操様～東病棟合併症室へ医療保護入院となる。

【転出】
・濱渡　和子様～東病棟Cユニット6号室→南病棟Aユニット113号室

【ユニット移動】
・土嶺　晴子様～東病棟合併症室→東病棟Bユニット1号室

＜患者様連絡事項＞
・米田　邦男様～不眠時トラゾドン(25) 1T/回　10回分処方。

・藤井　崇史様～不穏時レボトミン(25)2T+トリヘキシフェニジル1T/回　10回分
　　　　　　　　疼痛時ロキソプロフェンNa(60) 1T/回　10回分　処方あり。

・金沢　友昌様～本日にて点滴・モニター中止となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。開放中は自室内で臥床して過ごされ、不潔・脱衣行為無く経過。
引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。妄想様言動あるも易怒性・粗暴行為無く経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。一時的に壁叩きあり。頓服を促しを拒否するが話を傾聴する事で
落ち着き、不潔行為無く経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・磯島　茜様～終日隔離中。食事は朝拒食、昼2/3摂取。拒薬なし。自室内で臥床して過ごされている。易怒性・粗暴行為なく経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・簗田　桜様～身体拘束中。ベット上座位になり独語聞かれ、危険行動、他患トラブルなし。
引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・金沢　友昌様～身体拘束中。ベット上体動活発、スタッフコール頻回にて車椅子移乗しスタッフ付き添いにて過ごす。帰宅要求あり落ち着かず、身体拘束再開。再開後も体動活発にみられている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・田村　桂子様～身体拘束中。湿性咳嗽続くが、薬はむせ込みなく内服出来ている。点滴トラブルなく、拘束部位の循環障害、皮膚トラブルなく経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜措置入院患者様情報＞
・藤井　崇史様～時折被害妄想聞かれるが、不穏興奮なく他者トラブルなく経過。

・小比類巻　昇様～突発的に易怒的となることはあるが、不穏の持続は無い。病識の乏しさは続いている。

・角谷　寿美様～不穏興奮無く穏やかに過ごしている。入院前に居住していたアパートは12月末には退居する必要があることから、退院先の検討は必要。

・松原　義寿様～幻聴や独語する様子あるも他者トラブル無く、介入に対する拒否抵抗なく静穏に過ごされている。

＜金Dr診察情報＞
・中村　聡様～処方・指示変更なし。

[bookmark: _GoBack]・藤村　操様～処方・指示変更なし。


＜船場Dr診察情報＞
・竹原　千晴様～診察中残便感聞かれ、胃部不快感持続していると返答される。船場Dr指示にて、下剤の処方変更はせず経過観察となる。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和6年12月2日　12：35
  氏　　名：藤村　操様（ふじむら　みさお）様
　生年月日：昭和15年5月1日(84歳)
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：金Dr（サポート医：柞木田Dr）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症室

　＜経過＞
　　R6年2月5日に鑑別診断と専門治療を目的に当院初診、以降外来通院にて
　薬物療法を継続していた。転倒にて左大腿骨頸部骨折受傷しR6年10月2日
　に南部病院へ入院となり手術施行、その後リハビリのために10月23日より
　三戸中央病院へ転入院となっている。同院入院後より失見当識が顕著で会
　話の辻褄も合わず、食事用の箸で耳かきをしている様子も見受けられてい
　た。夜間の睡眠もムラがあり、介護や治療への拒否はないものの、会話の
　中で時折暴言はみられている状態であった。現在はセンサーマット使用し、
　さらに体幹を拘束中。ベッドから数歩のところにトイレがあるが失禁も多
　い為排泄はポータプルトイレを使用している。精神症状落ち着かない状態
　が続いており、当院への転入院希望あり。本日当院1回目の医療保護入院
　となっている。
